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２
０
１
４
年
２
月
2
2
日
。
演
「
世
界
一
の
平
均
寿
命
～

ミ
ャ
ン
了
‐
の
ヤ
ン
ゴ
ン
で
日
本
式
保
健
・
医
療
モ
デ

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
労
働
大
臣

と
日
本
国
大
使
の
参
加
の
も

と
に
「
日
本
・
ミ
ャ
ン
マ
ー

外
交
関
係
樹
立
6
0
周
年
記
念

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
際
セ
ミ
ナ

ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。
国
際

医
療
技
術
財
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ

Ｅ
Ｆ
）
、
国
際
開
発
救
援
財

団
（
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
）
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
政
府
労
働
省
の
共
催
、

百
本
国
外
務
省
後
援
。
不
一

l‾゛‾111‾‾111-1

・
ミ
イ
ン
　
ミ
ャ
ン
マ
ー
政

府
労
働
大
臣
の
開
会
あ
い
さ

つ
。
沼
田
幹
夫
大
使
か
ら
逢

沢
一
郎
日
本
ミ
ャ
ン
マ
ー
友

好
議
員
亜
盟
会
長
か
ら
の
祝

賀
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
披
露
さ

れ
た
。
ユ
・
ル
ウ
ィ
ン
・
ア

ウ
ン
　
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
労

働
省
社
会
保
障
局
長
に
よ
る

特
別
講
演
「
ミ
ャ
ン
マ
上
阪

府
労
働
省
の
医
療
政
策
の
現

状
と
課
題
」
。
私
の
基
調
講

ル
」
。
午
後
か
ら
は
高
倉
照

彦
亀
田
総
合
病
院
医
療
技
術

部
Ｍ
．
Ｅ
室
長
に
よ
る
「
医
療

機
器
と
臨
床
工
学
技
士
制

度
」
。
小
西
憲
一
郎
Ｊ
Ｉ
Ｍ

Ｔ
Ｅ
Ｆ
代
表
理
事
に
よ
る

　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス

　
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）

の
達
成
と
勤
労
者
医
療
の
推

進
」
な
ど
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
に
討
論
会
。
労
働

省
管
轄
病
院
は
ヤ
ン
ゴ
ン
と

マ
ン
ダ
レ
ー
な
ど
３
ヵ
所
に

あ
る
が
建
物
と
医
療
機
器
が

老
朽
化
。
総
括
宣
言
で
は
医

療
機
器
の
整
備
と
修
理
保
守

管
理
体
制
、
医
療
専
門
ス
タ

ッ
フ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
が
採
択
さ
れ
た
。
翌
日
、

私
は
保
健
吉
管
轄
ヤ
ン
ゴ
ン

総
合
病
院
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
最

大
の
病
院
）
を
訪
問
。
フ

ラ
ン
ス
政
府
が
供
与
し
て
く

Hospitalへの支援プログラム構想hipriendsＦａｐａｎ
Ｊ

れ
た
中
古
医
療
機
器
を
フ
ラ

ン
ス
の
民
間
団
体
が
2
5
年
間

修
理
し
て
く
れ
た
。
今
は
な

い
。
困
っ
て
い
る
。
日
本
に

も
医
療
機
器
の
提
供
だ
け
で

な
く
修
理
保
守
に
必
要
な
人

材
の
育
成
を
望
み
た
い
」
と

強
い
要
望
が
あ
っ
た
。
ア
ジ

ア
各
国
で
は
中
古
医
療
機
器

で
人
の
命
を
救
え
る
可
能
性

が
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
国
民
皆

保
険
等
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ

て
い
る
日
本
の
医
療
環
境
が

特
別
な
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
医
療
機
器
は
世
界

で
最
も
性
能
と
品
質
が
良

い
。
し
か
し
、
政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
で
提
供
さ
れ

た
医
療
機
器
は
故
障
し
た
ら

放
置
さ
れ
る
の
が
常
。
修
理ミャンマーのヤンゴンで開かれた「日本・ミャンマー外交

関係樹立60周年記念ミャンマー国際セミナー」にて

保
守
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
。
税
金
の
粗
大
ご
み
化

は
悲
し
い
。
阿
部
俊
子
前
外

務
省
政
務
官
か
ら
１
年
前
に

解
決
策
と
し
て
修
理
保
守
の

た
め
の
団
体
設
立
の
可
能
性

の
打
診
が
あ
っ
た
。
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
で
答
え
が
出
た
。
キ

ー
パ
ー
ス
ン
は
「
臨
床
工
学

技
士
」
で
あ
る
。
小
西
憲
一

郎
代
表
理
事
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
で
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

　
Ｆ
ｒ
・
ｌ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ

ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
ｈ
・
ｌ
ｐ
　
Ｈ

ｏ
ｓ
ｐ
・
ｌ
ｔ
ａ
ｌ
」
間
の
協

力
。
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
相

互
扶
助
」
で
あ
る
。
最
も
危

険
な
人
間
関
係
は
ス
ポ
ン
サ

ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
「
援
助
を
受
け
る
側
に
も

プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
」
か
ら
。

　
世
界
平
和
へ
の
「
相
互
扶

助
」
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

し
て
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
Ｆ
ｒ

・
ｌ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
　
Ｈ
Ｏ

ｓ
ｐ
・
ｌ
ｔ
ａ
ｌ
」
支
援
プ
ロ

　
Ｈ
ｏ
ｓ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
」
支
グ
ラ
ム
構
想
を
位
置
付
け
た

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
想
が
ま
と
　
い
。
日
本
製
中
古
医
療
機
器

ま
っ
た
。
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
　
は
「
国
益
－
親
日
」
へ
の
戦

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
　
　
略
的
人
道
援
助
物
資
。
ア
ジ

Ｈ
ｏ
ｓ
ｐ
・
ｌ
ｔ
ａ
ｌ
」
と
認
ア
の
新
興
国
も
豊
か
に
な
れ

定
さ
れ
た
医
療
機
関
へ
の
支
は
性
能
の
良
い
新
製
品
を
購

援
は
次
の
３
点
て
あ
る
。
①
人
す
る
。
医
療
機
器
マ
ー
ケ

日
本
製
中
古
医
療
機
器
の
提
　
ッ
ト
の
開
拓
で
あ
る
。
同
時

供
。
②
修
理
保
守
サ
ー
ビ
ス
に
、
自
然
災
害
発
生
時
に
は

の
提
供
。
③
人
材
育
成
研
修
。
日
本
の
緊
急
人
道
支
援
0
1
パ

ち
な
み
に
、
認
定
条
件
は
次
Ｉ
ト
ナ
ー
ー
と
し
て
参
加
。
2
1

の
３
点
で
あ
る
。
①
平
均
寿
世
紀
の
日
本
式
国
際
医
療
員

命
世
界
一
の
日
本
式
保
健
・
　
献
モ
デ
ル
誕
生
で
あ
る
。
関

医
療
モ
デ
ル
の
紹
介
と
推
係
者
各
位
の
大
同
団
結
を
望

悲
。
②
ア
ジ
ア
相
互
扶
助
緊
み
た
い
。
【
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル

急
救
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
－
プ
代
表
】

録
。
③
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
Ｆ
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